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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年10月1日(2015.10.1)

【公表番号】特表2014-524445(P2014-524445A)
【公表日】平成26年9月22日(2014.9.22)
【年通号数】公開・登録公報2014-051
【出願番号】特願2014-526241(P2014-526241)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/78     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   39/00     　　　Ｈ
   Ｃ０７Ｋ   14/78     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   14/395    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月12日(2015.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物であって、前記免疫療法用組成物が、
　ａ）酵母媒体と、
　ｂ）前記酵母媒体により発現された融合タンパク質と、を含み、
　前記融合タンパク質は、野生型ＭＵＣ１配列を基準にしてＴ９３、Ａ１６１、Ｐ１６２
、Ｇ１６９、Ｓ１７０、Ｔ１７１、Ａ３９２、Ｃ４０６、Ｔ４４４、Ｄ４４５、およびＳ
４６０から選択された配列位置での少なくとも１つのアミノ酸置換によって野生型ＭＵＣ
１のアミノ酸配列と異なるアミノ酸配列を有するＭＵＣ１アゴニスト抗原を含む、酵母－
ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
【請求項２】
　前記融合タンパク質は、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、また
は１１個のアミノ酸置換によって野生型ＭＵＣ１のアミノ酸配列と異なるアミノ酸配列を
有するＭＵＣ１アゴニスト抗原を含む、請求項１に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成
物。
【請求項３】
　前記ＭＵＣ１アゴニスト抗原は、野生型ＭＵＣ１配列を基準にしてＴ９３、Ａ１６１、
Ｐ１６２、Ｇ１６９、Ｓ１７０、Ｔ１７１、Ａ３９２、Ｃ４０６、Ｔ４４４、Ｄ４４５、
およびＳ４６０の配列位置のそれぞれのアミノ酸置換によって野生型ＭＵＣ１のアミノ酸
配列と異なるアミノ酸配列を有する、請求項１または２に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法
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用組成物。
【請求項４】
　前記アミノ酸置換は、配列番号２５を基準にしてＴ１８４Ｌ、Ａ２３２Ｙ、Ｐ２３３Ｌ
、Ｇ２４０Ｖ、Ｓ２４１Ｙ、Ｔ２４２Ｌ、Ａ４８３Ｙ、Ｃ４９７Ｖ、Ｔ５３５Ｌ、Ｄ５３
６Ｆ、およびＳ５５１Ｙから選択されたものである、請求項１に記載の酵母－ＭＵＣ１免
疫療法用組成物。
【請求項５】
　前記ＭＵＣ１アゴニスト抗原は、配列番号２５の配列に対して少なくとも８５％の同一
性を有するアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
【請求項６】
　前記ＭＵＣ１アゴニスト抗原は、配列番号２５の配列に対して、または配列番号２５の
９２～５６６位の配列に対して、または異なるＭＵＣ１タンパク質由来の対応する配列に
対して、少なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、または９９％の同一性を有するア
ミノ酸配列を含む、請求項１に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
【請求項７】
　前記ＭＵＣ１抗原は、配列番号２５の９２～５６６位の配列に対して、少なくとも９５
％の同一性を有するアミノ酸配列を有する、請求項１に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法用
組成物。
【請求項８】
　前記ＭＵＣ１抗原は、配列番号２５の９２～５６６位のアミノ酸配列からなる、請求項
１に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
【請求項９】
　前記ＭＵＣ１アゴニスト抗原は、配列番号２５のアミノ酸配列を含む、請求項１に記載
の酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
【請求項１０】
　酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物であって、前記免疫療法用組成物が、
　ａ）酵母媒体と、
　ｂ）前記酵母媒体により発現されたかつ少なくとも１つのＭＵＣ１抗原を含む融合タン
パク質と、を含み、
　前記ＭＵＣ１抗原は、Ｎ末端からＣ末端の方向に順に、ＭＵＣ１　ＳＥＡ／細胞外ドメ
イン（ＥＤ）、少なくとも２つの可変数タンデムリピート（ＶＮＴＲ）ドメイン、ＭＵＣ
１膜貫通（ＴＭ）ドメイン、およびＭＵＣ１細胞質内ドメイン（ＣＤ）で構成され、
　前記ＭＵＣ１　ＳＥＡ／ＥＤドメインは、ＭＵＣ１　ＳＥＡドメインの非ＥＤ部分の１
つまたは複数のアミノ酸によりＮ末端がフランキングされたＭＵＣ１　ＥＤを含む、酵母
－ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
【請求項１１】
　前記融合タンパク質が、配列番号１５または配列番号１４の配列に対して少なくとも９
５％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、請求項１０に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法
用組成物。
【請求項１２】
　前記融合タンパク質が、配列番号２３の配列に対して少なくとも９５％の同一性を有す
るアミノ酸配列を含む、請求項１０に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
【請求項１３】
　酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物であって、前記免疫療法用組成物が、
　ａ）酵母媒体と、
　ｂ）前記酵母媒体により発現されたかつ少なくとも１つのＭＵＣ１抗原を含む融合タン
パク質と、を含み、
　前記ＭＵＣ１抗原は２つ以上のＭＵＣ１細胞質ドメイン（ＣＤ）で構成される、酵母－
ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
【請求項１４】
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　前記ＭＵＣ１抗原が、配列番号１８または配列番号１７の配列に対して少なくとも９５
％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、請求項１３に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法用
組成物。
【請求項１５】
　前記酵母媒体は酵母菌体である、請求項１～１４のいずれか一項に記載の酵母－ＭＵＣ
１免疫療法用組成物。
【請求項１６】
　前記酵母媒体が熱不活性化されている、請求項１～１４のいずれか一項に記載の酵母－
ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
【請求項１７】
　前記酵母媒体がサッカロマイセス・セレビシアエ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅ
ｒｅｖｉｓｉａｅ）に由来する、請求項１～１４のいずれか一項に記載の酵母－ＭＵＣ１
免疫療法用組成物。
【請求項１８】
　前記免疫療法用組成物が、５．５～８のｐＨレベルに維持された培地中で、前記ＭＵＣ
１抗原を発現する酵母菌体を培養することにより、産生されたものである、請求項１～１
４のいずれか一項に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
【請求項１９】
　癌治療に使用するための、請求項１～１８のいずれか一項に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫
療法用組成物。
【請求項２０】
　癌を有する個体における癌の転移進行の低減、停止、逆転、または予防に使用するため
の、請求項１～１８のいずれか一項に記載の免疫療法用組成物。
【請求項２１】
　ＭＵＣ１発現癌の発症の予防または遅延に使用するための、請求項１～１８のいずれか
一項に記載の免疫療法用組成物。
【請求項２２】
　癌治療用の少なくとも１つの追加の免疫療法用組成物と併用するための、請求項１～１
８のいずれか一項に記載の酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物であって、
　前記追加の免疫療法用組成物は、酵母媒体とＭＵＣ１抗原でない抗原とを含む、酵母－
ＭＵＣ１免疫療法用組成物。
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